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MPLABの使い方

2003年 11月
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MPLABの概要
MPLABを起動

プロジェクトの新規作成
ソースファイルの作成と登録
アセンブル実行
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USBか

シリアルコネクタに
接続

PICプログラマ

パーソナルコンピュータ
　・DOS/V（PC-AT互換機）
　・PC9801シリーズWindows98SE/NT/2000/XP

を使用する

インストールMPLAB
　開発環境ソフト

製作品

書き込み後のPIC
をICソケットに実

装して実行

MPLABを使って開発
　・ソースリスト編集
　・アセンブル
　・シミュレーションデバッグ

PIC開発環境の構築

PICプログラマにPIC
のチップを実装して

書き込む

最小の開発環境
プログラム開発は全てパソコン上で行う
PICプログラマでプログラムを書き込む
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MPASM
アセンブラ

開発言語 デバッガ エミュレータ プログラマ その他

MPLINK
MPLIB

MPLAB C17
MPLAB C18
MPLAB C30

MPLAB SIM

シミュレータ

MPLAB ICD
MPLAB ICD 2

MPLAB ICE
2000

MPLAB ICE
4000

PICSTART
Plus

PRO MATE? II

PRO MATE 3

MPLAB

エディタ
プロジェクト
マネージャ

ソースレベル
デバッガ

C Compilers
IAR

Hi-Tech
CCS

Real-time Operating
Systems

CMX, Vector,
Realogy

Libraried Routines
Live Devices, CMX,

Momentum Data
Systems

統合開発環境

統合開発環境　MPLABの体系
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MPLABの特徴

プログラム開発の全ステップのツールを包含
プログラムソース入力エディット
アセンブル
シミュレーションデバッグ
PICプログラマサポート
ハードウェアシミュレータ／エミュレータサポート

フリーソフトで提供されている

全てのPICのシリーズに対応
純正プログラマのバージョンアップが可能
　（MPLABに添付されている）

他の言語コンパイラも統合できる
HiTech-C　　CCS-C　・・・



作者　後閑 哲也 6

開発環境のバージョンアップ

MPLABのメジャーバージョンアップ
Ver 5.70　→　Ver 6.10　　’0２/１１月
　　　　　　 →　Ver 6.12　　’03/2月
　　　　　　 →　Ver 6.20　　‘03/4月
　　　　　　 →　Ver 6.30　　‘03/7月
　　　　　　 →　Ver 6.32　　’03/９月
　　　　　 →　Ver 6.ｘｘ …….

１６ビットから３２ビットアプリケーションへ

デバッグ機能強化（ソースコードデバッグ）

C言語とアセンブラの混在デバッグ

dsPIC対応

USB接続のICD２サポート
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MPLAB®のバージョン差異

MPLAB 5.70 MPLAB 6.10 MPLAB 6.32
dsPIC No Yes Yes
PIC18 Most Yes Yes
PIC17 Yes No Yes
PIC16 midrange Yes Yes Yes
PIC16 baseline Yes No Yes
PIC14 Yes No No
PIC12 Yes No Yes
rfPIC No Yes Yes
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MPLABを起動
Project Wizardで作成
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MPLABの起動

スタート・ボタンを押して、スタート・メニューを
表示させます。

プログラム→Microchip MPLAB IDE→MPLAB
を起動します。
（またはMPLABのアイコンをダブルクリック）

Project Windowと呼ばれ

プロジェクトに関連する
ファイルの一覧を表示
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プロジェクトの作成（１）

Project → Project Wizard
① Welcom画面
② PICの種別指定

① Welcom

② PICデバイス種別指定

ドロップダウンリストから
使用するPICを選択する。
例ではPIC16F676を選択
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プロジェクトの作成（２）

③ プログラミング言語の指定

Microchipの
MPASMを選択

ここにチェックを入れ
ると、他社の言語もド
ロップダウンリストに
表示されるようになる
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プロジェクトの作成（３）

④ プロジェクト名とフォルダ指定
指定フォルダが無い時は自動的に生成する

Browseボタンで

フォルダ設定画面が開く
のでそこで選択。

新規フォルダの時は
直接文字入力
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プロジェクトの作成（４）

⑤ ソースファイルの登録
新規作成の場合には何もせず「次へ」
既にソースファイルがある場合には「Add」ボタン

⑥ 確認画面

⑤ ソースファイルの登録

⑥ 設定内容の確認

ソースファイル
未作成の時は
何も追加せず
すぐ「次へ」
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エディタを起動
保存
プロジェクトに登録
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ソースファイルの作成

File → New で新規ソースファイルの作成開始
通常のテキストエディタと同じ扱い
既存ファイルからのコピーも可能

プロジェクト作成により
プロジェクトファイルの

一覧が表示される

ファイル名は
まだUntitiled
となっている
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エディタの設定

文字フォントの設定
Edit → Properties　の下記ダイアログで Textタグ 選択
Select Fontボタンを押してフォントを指定する

日本語フォントを指定すれば日本語コメント表示可能

TABサイズも設定
８文字が良い

フォントの設定
日本語フォント指定

表示色の設定も可能
デフォルトのままでも良い
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ソースファイルの作成と保存

ソースファイルを作成後File  → Save as で保存
プロジェクトのフォルダ内に保存すること
名称は、「FileName.asm」で拡張子は.asm

.asmで保存する

と色が付く

色分けされた
　　ソースファイルリスト
　・青　：　予約語
　・赤　：　ラベル
　・緑　：　コメント
　・黒　：　リテラル定数
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ソースファイルの登録

プロジェクトに新規ソースファイルを登録する
Project Window の Source File で右クリック
Add Files でファイルを指定して登録

Project Window
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Buid Allで実行
エラー修正後再Build
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アセンブル

Project→Build All
アセンブルがはじまり、その結果がOutput窓に

報告されます。
正常完了なら、BUILD SUCCEEDED
正常完了すると、HEXファイルが生成される

アセンブル経過表示

アセンブル結果表示（正常終了の場合）
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アセンブルエラーの場合

メッセージは３種類

　　(1) Message
　　注意メッセージなので正常

　　(2) Warning
　　間違いではないが、直すべき個所

　　(3) Error
　　必ず直さなければならない間違い

WarningとErrorを全て修正しBulidやり直し

エラーの経過表示
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アセンブルエラーの場合

Output窓にError内容表示
エラー行ダブルクリックでソースファイルの該当個所にジャンプ
原因追求し修正後、再ビルド

エラー行をダブルクリックで
ソースリストのエラー行へ

ジャンプする
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シミュレータの選択
クロック周波数設定
コンパイルリストの表示
ブレークポイントの設定
Run実行、Step実行

変数の値の確認
ポート入力のシミュレート
実行時間の測定
特殊機能レジスタの表示
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シミュレータの選択設定

Debugger → Select Tool → MPLAB SIMを選択
シミュレータ用のコマンドが追加される

再度Debuggerを選択すると
Debugger用のメニュー

コマンドが追加されている
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クロックの周波数設定

Debugger → Settings　で Frequency を設定
シミュレーションの実行時間測定値が正しくなる

４MHzを指定

（デフォルト）
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シミュレーションデバッグの手順
① 必要な窓を開く

ソースリストまたはコンパイルリスト
Watch窓で必要なレジスタや変数の表示

② ブレークポイントを設定する
最初から順次一旦停止させながらRUNさせる

割込み処理の入り口でブレーク

③ Run、Step into、Step Over で動作実行

各表示窓で動作確認
各レジスタや変数の内容の確認
STEP実行による判断命令の確認
実行時間の確認（Stop Watch)

④ 割込み動作の確認と時間の確認
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コンパイルリストの表示
File → Open → *.lst　のファイルを選択

アドレス　機械語　　　　　行　　ラベル　命令　　オペランド　　　　；コメント（日本語OK)



作者　後閑 哲也 28

ブレークポイントの設定
ソースファイルの先頭でダブルクリック

ポート出力、変数データの内容確認
ポート入力待ちへの擬似入力
STEP実行で分岐方向確認

ダブルクリックでBP設定

再度ダブルクリックで解除

現在実行停止行
STEP実行で進む
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プログラムの実行制御

Run （F9キー)
現在位置から実行開始

Halt （F5キー)
強制的に停止させる

Step Into（F7キー)
命令を１個ずつ実行する

Step Over（F8キー）
サブルーチンの内部にはStepで入らないでRun
実行時間のかかるサブルーチンは効率良く実行できる

Step Out
一度入ったサブルーチンをRunで抜ける

Reset（F6キー)
最初に一度リセットし初期化する

アイコンでも可能

Rｕｎ　Hａｌｔ　Animate　

Step Ｉｎｔｏ　Ｓｔｅｐ Ｏｕｔ　Ｒｅｓｅｔ
Ｓｔｅｐ Ｏｖｅｒ
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変数の値の確認方法

View → Watch で常時値を確認できる
Add FSRでレジスタの表示追加
Add Symbol ボタンで変数の表示追加

変数シンボルを選択して
Add Symbol

BPで停止したとき

前回との間で変化が
あったものは赤字表示

レジスタの追加
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変数の値の確認方法
ソースリストで直接確認

マウスカーソルを置けば
その変数の現在値と
アドレスを表示

表示させるための設定

Edit → Properties　で

チェック追加
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ポートの擬似入力

Debugger →Stimulus →Pin Stimulus で設定し入力
入力はFireボタンを押すことでいつでも可能

１． AddRowボタンで行追加

２．各行毎にポートを割り付ける
３．ボタンの擬似入力を設定
　　Low、High、Toggle、Pulse
４．ブレークさせてFireボタンを押す
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実行時間の測定方法

Debugger → Stopwatch
ソフトウェアタイマの作成、確認に便利
実際のプログラム実行時間を測定できる

システムクロックの周波数設定が必要
　　（Debug → Settings）

測定値の
ゼロクリアボタン

サイクル数と
実時間の測定

現在の設定
クロック周波数
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特殊機能レジスタの表示

View → Special Function Registers
STATUSレジスタやPORTレジスタの現在地を表示

前回表示時点から変更があったものを赤字で表示
ブレークポイントなどで停止したときに表示する
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MPLAB ICD2を接続
MPLABからプログラマを起動

書き込み実行
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MPLAB ICD2の接続

MPLAB ICD2のUSBコネクタを接続

ICSPケーブルをターゲットのボードに接続

パソコンの
USBへ接続

ターゲット基板の
ICSPコネクタに接続

必要に応じて
ACアダプタを接続
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MPLAB ICD2の接続

Programmer 
→ Select Programmer
　→ MPLAB ICD2

Programmer → Enable Programmer
正常であればメッセージが表示されメニューが追加されます。

メニューが
追加される
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電源供給方法の設定

Programmer → Settings → Powerタグで設定
通常のICSPの時
　　　　　ターゲットからVdd供給とする

PIC単独でプログラムする時
　　　　　ICD2からVddを供給

このチェックを
はずすとICD2か
らVdd供給となる
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コンフィギュレーションの確認

Configure → Configuration Bits
　　下記ダイアログで内容を確認する。

現在の設定値を確認
変更の場合には、

ここで選択肢が表示される
ので、そこで指定
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書き込み実行

Programmer → Program
で書き込み実行開始

正常完了ならICSPケーブル

を抜けば実行開始する

正常完了結果の表示

この表示を出すには
　View → Output異常結果の表示
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ありがとうございました！
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PIC START Plusを接続
MPLABからプログラマを起動

書き込み実行
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PICSTART Plus

PICSTART PlusにACアダプタを接続して、電源を入

れます。

パソコンのシリアル・ポートとケーブルで接続します。
COMポート番号を確認しておきます。

　（普通は自動認識されます）
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PICSTART Plus

Programmer → Select Programmer → PICSTART Plus
Programmer → Enable Programmer

正常であれば左下図のようにProgrammerのメニューに

項目が追加されます。
異常なときは右下図のようなメッセージが表示されます。
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コンフィギュレーションの確認

Configure → Configuration Bits
　　で開く下記ダイアログで内容を確認する。

現在の設定値を確認
変更の場合には、

ここで選択肢が表示される
ので、そこで指定
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PICSTART Plus

PICをPICSTART Plusのソケットに挿入します。
ProgrammerメニューのProgramをクリックします。
下記Warningメッセージが出ますが「はい」とします。
書き込み実行中は左下のSTATUS行に進行状況表示
完了後Outputダイアログを表示していればメッセージで通知

Warningメッセージ

進行状況の表示

結果の表示

この表示を出すには

　View → Output
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PICSTART Plus

エラーがあったときは、Outputメッセージで
エラー・ログ・ファイルが開く

①エラー発生アドレス
②正しい値(Good)
③間違った値(Bad)

で一覧表示される
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PICの実装

書き込み完了したPICをボードのICソケットに

実装する。
向きを間違えないように
PICのピンを曲げないように

実習用基板の電池を接続する
正常であればこれで期待通りに動作するはず・・・


